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小 説rス ン ダ リー 』 に お け る カー ル サ ー の概 念

岡 口 典 雄

パ ソジ ャー ビー語 の詩人 ・小説家 ・伝記作家 バ ー イ ー ・ヴ ィー ル ・ス イ ン グ

(1872～1957)の 小 説 『ス ンダ リー』は1898年 に 出版 され た。 この作 品はパ ソジ ャ

ービー語 の散文体 による最初 の小説 である1)と 一般的 に評価 され
,パ ソジ ャー ビ

ー語 に よる出版物 としせは最多 の発行部数 を記録 しせいる2)
。

1893年 に ス ィソグ ・サバ ー運動に参加 し,1894年 に カールサ ー ・トラ ク ト協会

を設立 した作 者の著作 活動 の原点はス ィック教復興への熱意であ った。 「この著

作 の 目的 は読 者に一 時的な娯楽 を提供す ることではな く,ス ィ ックにその歴史 を

教 え,真 の教徒 た るべ く感化す ることであ る」3)と 自身は説明 しせ い る。 したが

っせこの教化至上的色彩 の強 い作 品は,作 者が読者 に直接 「苦 境に陥 っせも信仰

を貫 くス ソダ リーを見せ,自 らを省み よ」4)な ど と1ペ ージ以上 にわ た っ せ自分

の意見を説教 し,「 させ,ま たス ソダ リーの話を続け よ う」の と展 開す るよ うな,

近 代小説 らしか らぬ技法 を も含 んでい る。 しか しその宗教 的動機 に文学的動機が

加わ り,偶 然結合 した結果,『 ス ンダ リー』は パ ン ジャー ビー文学 に散文小説 の

ジ ャソルを開拓す る機会 を与 える ことにな った6)。

そ の後1899年 にはrビ ジ ャイ ・ス ィソグ』,1900年 に はrサ トワソ ト・ロウル』

と連続 しせ散 文小説 が出版 された。 これ ら三部作は いずれ もほぼ 同じ歴史的背景

を舞台 としせ,受難に 耐 えるス ィックの信仰 の勇気 と尊 さを描 いせいる。三部作

の描 く時代は ムガル帝政末期 の1726年 か ら1761年 に至 る激動 の35年 間 であ る。そ

の うちrス ソダ リー』 の描 く時代は26年 間 に及 ぶ。す なわ ちザカ リーヤー ・カー

ソ(在 位1726～1745年)が ラーホールの太守 となった1726年 に始 ま りつ ヤー ヒャー

・カーソ(在 位1745～1748年)ミ ール ・マソヌー(在 位1748～1753年)と 続 く時代 を

舞台 に展開 し,1752年 の宰相 カ ウ ラ ー ・マ ル の 死 に続 く主人公 の死 を以 せ終わ

る7)。

ス ィック教 の復興 のため の教化 の一手段 と しせ 著わ され た 『ス ソダ リー』 に

は,当 然ス ィック教 に関す る多 くの用語が含 まれ せい る。ス ィックsikkh(170),

カ ールサ ーkhalsa(109),ジ ャ ッターjattha(26),パ ー トpath(20),ア ム リ ト
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ammrit(19),ラ ンガルlamgar(12)， サ トグルsatiguru(11)， グル ・グラソ

ト・サーヒブgurugrannthsahib(11),グ ルマターgurmata(6),ジ ャブジー

japuji(5)な どがその主な用語である。()内 の数字は作品の全文中に含まれ

る頻度数である。ス ィックの170に 次いでカールサーが109と 圧倒的に多 く,作 品

全体の基盤を成す主要概念である こ とが わ か る。カールサーは本来 「純粋なも

の」の意味で,グ ル ・ゴービソ ド・スィソグが,1699年 に創設 した同胞集団の名

称 としせ採用 したものである。小説 『スソダ リー』におけるカールサーの概念は

次の7種 にまとめ られる。

①[世 俗権力 ・血縁を超えた同胞集団]カ ールサ一は,人 々を虐げる世俗権

力と血縁に縛られた理不尽な因習にこそ罪があると主張 しせいる。したがっせカ

ールサーが世俗権力 ・血縁を超えた,個 人の意志の選択による同胞集団であるこ

とを物語の展開の前半で強 く印象づけせいる。

②[戦 闘能力の優れた軍事集団]機 動力や戦闘における技量などつカールサ

ーの軍事的能力を個人及び集団のレベルで傑出したものと描いせいる。

③[民 衆を助ける反権力集団]ム ガルの支配階級を好色で残忍な悪者そしせ

ヒソドウーの民衆を戦 う力のない臆病者 と設定する一方で,ス ィックについせは

慈悲深 く不動の信仰心を持った者 と描いせい る8)。この一面的なキャラクター設

定ゆえに，確かにrス ソダリー』は歴史小説 としせは写実性に乏 しくつ政治経済

的な背景を除外 した単なる宗教的抗争 としせの筋立せに終始 しせいるかのように

見える。 しかしカールサーが戦った相手はムス リムではな く，彼らを含めた民衆

を苦 しめるムガル政権である。 カールサーは信仰の枠を超えせ民衆の側に立つ反

権力集団であることを対話の中で語 らせせいる。

④[厳 しい弾圧を受けるゲリラ集団]厳 しい弾圧を受け，森に潜むゲリラ集

団 としせのカールサーを描 き,極 限的状況に耐える力を印象づけせいる。またス

ィックに対す る無差別殺戮に際 しせは,信 仰に背 くことなく従容 としせ死に臨む

強さを描いせいる。

⑤[応 報刑を行 う冷酷な集団]作 者は,史 実及びフィクショソの両面からつ

暴虐に対 しせは応報の刑で処するのがカールサーの掟であることを描 き,民 衆の

側に立つ戦闘集団 としせのカールサーの正義感の強さを強さを強調 しせいる。そ

れは同時に,こ の作品が勧善懲悪礼賛のイソドの伝統的物語作法をそのまま継承

しつ娯楽を提供する大衆小説 としせの性格を含んでいることに拠ると言えよう。

⑥[男 女平等の進歩的集団]15世 紀即に教祖ナーナクは,女 性たちの低さを
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敏感に意識 し 「女性から我 々は生 まれ,女 性なしでは,何 も存在しない。その女

性を何故蔑むのか」9)と述べせいた。rス ンダリー』では,ス ンダリーもダルム ・

コウルもつムガルに拉致 された自分を磯れたものとしせ受け入れないヒソ ドゥー

の社会に失望 しカールサーに入団しせいる。ス ィック教復興への熱意を原点 とし

た作者はつその小説の処女作の主人公を女性 とし,男 性中心の閉鎖的な社会に対

す る問題意識を終始一貫 しせ描いせいる。 これはパンジャービー語による著作が,

自らの文化1'関 心の薄い男性に読 まれることを期待 しない作者が,も ともと女性

に反響を求めせいたためであると考えることもできよう。

⑦[博 愛主義に立つ奉仕集団]非 道な権力者に対 しせは武力をもっせ立ち向

かい,応 報刑も辞さない戦闘的な性格 と同時に,非 戦闘員または負傷兵に対 しせ

は敵味方の区別を しない博愛主義的な性格も重要な要素 としせ描かれせいる。カ

ールサーの博愛主義的性格はつ「現世における奉仕の生活によっせのみ,人 は神

の愛を得る」10)とい う教祖グル ・ナー ナ クの教えに由来す る。作者は,ス ソダリ

ーをこの理想の忠実な実践者 としせ描き,宗 教の枠 を越えた奉仕集団としせのカ

ールサーの性格を印象づけせいる。
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